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(57)【要約】
【課題】　マッサージ器を提供する。
【解決手段】本考案は、グリップ、第一スリーブ、押し
棒および第二スリーブから構成される。グリップは手で
握られる握り部と、握り部を貫通するように形成される
筒収容チャンバーとを有する。第一スリーブは筒体、磁
石収容チャンバーおよび穿孔を有し、筒体はグリップの
筒収容チャンバー内に嵌め込まれ、磁石収容チャンバー
は筒体を陥没させて形成され、穿孔は磁石収容チャンバ
ーの底部から下へ延伸するように形成される。押し棒は
第一スリーブの磁石収容チャンバー内に装着される座部
を有する。第二スリーブはグリップの筒収容チャンバー
内に嵌め込まれる筒体を有する。また本考案によるマッ
サージ器は、さらにグリップに接合される板体を有する
遮断板と、第二スリーブと遮断板に装着される少なくと
も二つのマッサージユニットまたは一つのへらと、第一
スリーブの磁石収容チャンバーに収容される磁性ユニッ
ト組とを備える。
【選択図】　図２



(2) JP 3149907 U 2009.4.23

10

20

30

40

50

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
手で握られる握り部と、前記握り部を貫通するように形成される筒収容チャンバーと、前
記握り部の一側に形成される第一制止部とを有するグリップと、
前記グリップの前記筒収容チャンバー内に嵌め込まれる筒体と、前記筒体を陥没させて形
成される磁石収容チャンバーと、前記筒体に連結されるヘッド部、前記グリップの前記第
一制止部に突き当たるストッパーと、前記磁石収容チャンバーの底部から前記ヘッド部を
貫通するように形成される穿孔とを有する第一スリーブと、
前記第一スリーブの前記磁石収容チャンバー内に装着される座部と、前記第一スリーブの
前記穿孔を貫通する突出柱と、前記第一スリーブの前記ベッド部に突出する先端部とを有
する押し棒と、
前記グリップの前記筒収容チャンバー内に嵌め込まれる筒体と、前記筒体に連結されるヘ
ッド部とを有する第二スリーブと、
前記第一スリーブの前記磁石収容チャンバー内に収容される磁石と、を備えることを特徴
とするマッサージ器。
【請求項２】
前記磁石の数は、二つ以上であり、前記磁石は前記第一スリーブと前記第二スリーブの間
に交互に配列されることを特徴とする請求項１に記載のマッサージ器。
【請求項３】
前記押し棒は、ねじ山によって前記第一スリーブに締め付けられることを特徴とする請求
項１に記載のマッサージ器。
【請求項４】
前記マッサージ器は、さらに第二磁石を備え、前記押し棒は前記第二磁石の収容に用いら
れるチャンバーを有することを特徴とする請求項１に記載のマッサージ器。
【請求項５】
前記マッサージ器は、さらに前記押し棒と前記第一スリーブの間に装着される第一弾性ユ
ニットを備えることを特徴とする請求項１に記載のマッサージ器。
【請求項６】
前記マッサージ器は、さらに前記磁石と前記第二スリーブの間に装着される第二弾性ユニ
ットを備えることを特徴とする請求項５に記載のマッサージ器。
【請求項７】
前記第一スリーブは、ねじ山によって前記第二スリーブに接合されることを特徴とする請
求項１に記載のマッサージ器。
【請求項８】
前記第二スリーブは、磁石の収容に用いられる磁石収容チャンバーを有することを特徴と
する請求項１に記載のマッサージ器。
【請求項９】
前記グリップは、さらに第二制止部を有し、前記第二スリーブは前記グリップの前記第二
制止部に突き当たるストッパーを有することを特徴とする請求項１に記載のマッサージ器
。
【請求項１０】
グリップと、前記グリップに装着される遮断板と、前記遮断板の上に装着され、かつ内部
にチャンバーを有する少なくとも二つのマッサージユニットと、前記マッサージユニット
の前記チャンバー内に装着される少なくとも二つの磁性ユニットと、からなるマッサージ
器。
【請求項１１】
前記マッサージユニットは、溶接によって前記遮断板に固定されることを特徴とする請求
項１０に記載のマッサージ器。
【請求項１２】
前記遮断板は、一側に数多くの接続部を有し、前記接続部は回りにねじ山を有し、前記マ
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ッサージユニットは接続部を有し、前記接続部は周壁にねじ山を有するため、前記マッサ
ージユニットの前記接続部と前記遮断板の前記接続部とを噛み合わせることが可能である
ことを特徴とする請求項１０に記載のマッサージ器。
【請求項１３】
前記グリップは、密封部を有し、前記密封部は前記ブリップの底部に嵌め込まれることを
特徴とする請求項１０に記載のマッサージ器。
【請求項１４】
前記密封部は、摩擦圧接法によって前記ブリップに接合されることを特徴とする請求項１
３に記載のマッサージ器。
【請求項１５】
手で握られる握り部と、前記握り部を貫通するように形成される筒収容チャンバーと、前
記グリップの一側に形成される第一制止部と、前記第一制止部に向かい合う別の一側の内
周壁に形成されるねじ山部とを有するグリップと、
前記グリップの前記筒収容チャンバー内に嵌め込まれる筒体と、前記筒体を陥没させて形
成される磁石収容チャンバーと、前記グリップの前記第一制止部に突き当たるストッパー
と、前記磁石収容チャンバーの底部から下へ延伸するように形成される穿孔とを有する第
一スリーブと、
前記第一スリーブの前記磁石収容チャンバー内に装着される座部と、前記第一スリーブの
前記穿孔を貫通する突出柱と、前記突出柱の頂端に形成される先端部とを有する押し棒と
、
前記グリップの前記筒収容チャンバー内に嵌め込まれる筒体と、前記グリップの前記ねじ
山部と噛み合うように前記筒体の底部に形成される第一ねじ山部と、前記筒体に連結され
るヘッド部と、前記ヘッド部に形成される第二ねじ山部とを有する第二スリーブと、
前記第一スリーブと前記第二スリーブの前記磁石収容チャンバー内に収容される少なくと
も一つの第一磁性ユニットと、
前記グリップに連結される板体と、前記第二スリーブの前記第二ねじ山部と噛み合うよう
に前記板体の中央に形成されるねじ孔とを有する遮断板と、
前記遮断板に連結され、かつ内部にチャンバーを有する少なくとも二つのマッサージユニ
ットと、を備えることを特徴とするマッサージ器。
【請求項１６】
前記マッサージ器は、さらに前記押し棒の前記チャンバーに装着される少なくとも一つの
第二磁性ユニットを備えることを特徴とする請求項１５に記載のマッサージ器。
【請求項１７】
前記マッサージ器は、さらに前記マッサージユニットの前記チャンバーに装着される少な
くとも二つの第三磁性ユニットを備えることを特徴とする請求項１５に記載のマッサージ
器。
【請求項１８】
前記遮断板は、一側に少なくとも一つの接続部を有し、前記接続部は回りにねじ山を有し
、前記マッサージユニットは接続部を有し、前記接続部は周壁にねじ山を有するため、前
記マッサージユニットの前記接続部と前記遮断板の前記接続部とを噛み合わせることが可
能であることを特徴とする請求項１５に記載のマッサージ器。
【請求項１９】
前記マッサージユニットの前記接続部は、前記第二スリーブの前記ヘッド部の前記第二ね
じ山部に締め付けられることを特徴とする請求項１８に記載のマッサージ器。
【請求項２０】
前記グリップは、前記第一制止部に向かい合う別の一側に第二制止部を有し、前記遮断板
は溶接によって前記第二制止部に固定されることを特徴とする請求項１５に記載のマッサ
ージ器。
【請求項２１】
前記マッサージユニットは、溶接によって前記遮断板に固定されることを特徴とする請求



(4) JP 3149907 U 2009.4.23

10

20

30

40

50

項１５に記載のマッサージ器。
【請求項２２】
手で握られる握り部と、前記握り部を貫通するように形成される筒収容チャンバーと、前
記グリップの一側に形成される第一制止部と、前記第一制止部に向かい合う別の一側の内
周壁に形成されるねじ山部とを有するグリップと、
前記グリップの前記筒収容チャンバー内に嵌め込まれる筒体と、前記筒体を陥没させて形
成される磁石収容チャンバーと、前記グリップの前記第一制止部に突き当たるストッパー
と、前記磁石収容チャンバーの底部から下へ延伸するように形成される穿孔とを有する第
一スリーブと、
前記第一スリーブの前記磁石収容チャンバー内に装着される座部と、前記第一スリーブの
前記穿孔を貫通する突出柱と、前記突出柱の頂端に形成される先端部とを有する押し棒と
、
前記グリップの前記筒収容チャンバー内に嵌め込まれる筒体と、前記グリップの前記ねじ
山部と噛み合うように前記筒体に形成されるねじ山部と、前記筒体を貫通する穿孔とを有
する第二スリーブと、
前記第一スリーブの前記磁石収容チャンバー内に収容される少なくとも一つの第一磁性ユ
ニットと、
前記グリップに連結される板体と、前記板体の中央に形成される接続孔とを有する遮断板
と、前記遮断板の前記接続孔に嵌め込まれるへら部と、前記へら部の底部に連接され、か
つ前記第二スリーブの前記穿孔に嵌め込まれる接続部とを有するへらと、を備えることを
特徴とするマッサージ器。
【請求項２３】
前記グリップは、前記第一制止部に向かい合う別の一側に第二制止部を有し、前記遮断板
は溶接によって前記第二制止部に固定されることを特徴とする請求項２２に記載のマッサ
ージ器。
【請求項２４】
前記へらは、溶接によって前記遮断板に固定されることを特徴とする請求項２２に記載の
マッサージ器。

【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、推拿またはマッサージ用の器具に関し、特にマッサージ器の構造に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
従来のマッサージ器は管体、二つのキャップ、突出座部および数多くの磁石から構成され
る。マッサージ器を組み立てる際、二つのキャップを管体の両端に装着し、そのうちの一
つのキャップと突出座部とを連結し、そののちキャップと管体とを組み合せて形成された
チャンバー内に磁石を装着する。
【０００３】
しかしながら、上述した加工方法は多くの問題を抱えているため、製造コストが高くつく
。かつ上述した構造は複雑であるため、使用者が使用する際に組立に要する時間が比較的
長く間接的に購買意欲を失わせる。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
本考案の主な目的は、スリーブの構造とグリップの構造との組み合せによって全体構造を
簡単化し、内部の押し棒と磁石などのユニットをより容易に装着することを可能にするマ
ッサージ器を提供することである。
【０００５】
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本考案のもう一つの目的は、部品の組み合せおよび操作が簡単で組立後の構造が比較的に
安定するマッサージ器を提供することである。
【０００６】
本考案のまたもう一つの目的は、数多くの磁性ユニットを配置することによってマッサー
ジが進行する際に人工的な磁場を生成し、リハビリ治療の効果を達成することを可能にす
るマッサージ器を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
上述の目的を達成するために、本考案によるマッサージ器はグリップ、第一スリーブ、押
し棒、第二スリーブおよび磁石を備える。グリップは握り部、筒収容チャンバーおよび第
一制止部を有し、握り部は手で握られ、筒収容チャンバーは握り部を貫通するように形成
され、第一制止部は握り部の一側に形成される。第一スリーブは筒体、磁石収容チャンバ
ー、ヘッド部、ストッパーおよび穿孔を有し、筒体はグリップの筒収容チャンバー内に嵌
め込まれ、磁石収容チャンバーは筒体を陥没させて形成され、ヘッド部は筒体に連結され
、ストッパーはグリップの第一制止部に突き当たり、穿孔は磁石収容チャンバーの底部か
らヘッド部を貫通するように形成される。押し棒は座部、突出柱及び先端部を有し、座部
は第一スリーブの磁石収容チャンバー内に装着され、突出柱は第一スリーブの穿孔を貫通
し、先端部は第一スリーブのベッド部に突出する。第二スリーブは筒体およびヘッド部を
有し、筒体はグリップの筒収容チャンバー内に嵌め込まれ、ヘッド部は筒体に連結される
。磁石は第一スリーブの磁石収容チャンバー内に収容される。
【０００８】
上述のもう一つの目的を達成するために、本考案によるマッサージ器はグリップ、遮断板
、少なくとも二つのマッサージユニット及び少なくとも二つの磁性ユニットを備える。遮
断板はグリップに装着される。マッサージユニットは遮断板の上に装着され、かつ内部に
チャンバーを有する。磁性ユニットはマッサージユニットのチャンバーに装着される。こ
れにより、本考案はマッサージユニットによって押し動作を行い、磁性ユニットによって
人工的な磁場を生成することが可能であるため、リハビリ治療の目的を達成することが可
能となる。
【０００９】
上述のもう一つの目的を達成するために、本考案によるマッサージ器はグリップ、第一ス
リーブ、押し棒、第二スリーブ、少なくとも一つの第一磁性ユニット、遮断板および少な
くとも二つのマッサージユニットを備える。グリップは握り部および筒収容チャンバーを
有し、握り部は手で握られ、筒収容チャンバーは握り部を貫通するように形成される。第
一スリーブは筒体、磁石収容チャンバーおよび穿孔を有し、筒体はグリップの筒収容チャ
ンバー内に嵌め込まれ、磁石収容チャンバーは筒体を陥没させて形成され、穿孔は磁石収
容チャンバーの底部から下へ延伸するように形成される。押し棒は第一スリーブの磁石収
容チャンバー内に装着される座部を有する。第二スリーブは筒体、第一ねじ山部、ヘッド
部および第二ねじ山部を有し、筒体はグリップの筒収容チャンバー内に嵌め込まれ、第一
ねじ山部は筒体の底部に形成され、かつグリップのねじ山部に締め付けられ、ヘッド部は
筒体に連結され、第二ねじ山部はヘッド部に形成される。第一磁性ユニットは第一スリー
ブと第二スリーブの磁石収容チャンバー内に収容される。遮断板は板体とねじ孔を有し、
板体はグリップに連結され、ねじ孔は第二スリーブの第二ねじ山部と噛み合うように板体
の中央に形成される。マッサージユニットは遮断板に連結される。これにより、本考案は
マッサージユニットによって押し動作を行い、かつユニットの組み合せをよりいっそう安
定させることが可能である。
【考案の効果】
【００１０】
本考案によるマッサージ器は下記のような効果を達成することができる。
１．本考案は、スリーブの構造とグリップの構造の組み合せによってマッサージ器全体の
構造を簡単化し、内部の押し棒と磁石などのユニットをより容易に装着することが可能で
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ある。
２．本考案は、部品の組み合せおよび操作が簡単なだけでなく、ねじ山および溶接によっ
て組立後の構造が固定されるため、構造全体が比較的に安定する。
３．本考案は、数多くの磁性ユニットを有するため、マッサージが進行する際に磁性ユニ
ットによって人工的な磁場を生成し、リハビリ治療の効果を達成することが可能である。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１１】
以下、図面に示した実施形態に基づいて本考案の構造、特徴および効果を詳しく説明する
。図１から図４に示すように、本考案の第一実施形態によるマッサージ器は、グリップ１
０、第一スリーブ２０、押し棒３０、第二スリーブ４０および磁石５０を備える。
【００１２】
グリップ１０は、手で握られる握り部１１と、握り部１１を貫通するように形成される筒
収容チャンバー１２と、握り部１１の両側に別々に形成される第一制止部１３と第二制止
部１４とを有する。
【００１３】
第一スリーブ２０は、筒体２１、磁石収容チャンバー２２、ヘッド部２３、ストッパー２
４および穿孔２５を有する。筒体２１はグリップ１０の筒収容チャンバー１２内に嵌め込
まれる。磁石収容チャンバー２２は第一スリーブ２０を陥没させて形成され、かつ断面が
円形を呈する。ヘッド部２３は筒体２１に連結される。ストッパー２４はグリップ１０の
第一制止部１３に突き当たる。穿孔２５は磁石収容チャンバー２２の底部に形成される。
【００１４】
押し棒３０は、座部３１、突出柱３２、先端部３３およびチャンバー３４を有する。突出
柱３２は第一スリーブ２０の穿孔２５を貫通し、かつ突出柱３２の頂部は半球状を呈する
。先端部３３は押し棒３０の一端に突出する。チャンバー３４は押し棒３０の底部を陥没
させて形成され、かつ断面が円形を呈する。
【００１５】
第二スリーブ４０は、筒体４１、磁石収容チャンバー４２、ヘッド部４３およびストッパ
ー４４を有する。筒体４１はグリップ１０の筒収容チャンバー１２内に嵌め込まれる。磁
石収容チャンバー４２は第二スリーブ４０を陥没させて形成され、かつ断面が円形を呈す
る。ヘッド部４３は筒体４１に連結される。ストッパー４４はグリップ１０の第二制止部
１４に突き当たる。
【００１６】
磁石５０は、一端が第一スリーブ２０の磁石収容チャンバー２２内に収容され、他端が第
二スリーブ４０の磁石収容チャンバー４２内に収容される。磁石５０と磁石収容チャンバ
ー２２、４２とは断面の形と大きさがほぼ同じである。
【００１７】
上述した通り、マッサージ器のグリップ１０は使用者の手で握られ、押し棒３０の突出柱
３２はマッサージが必要な部位を押す。かつ突出柱３２と磁石５０とを連結すると、磁石
５０は磁場を生成し、突出柱３２によってマッサージ器に伝導し、かつ第二スリーブ４０
によって受け取られる。これにより、本考案は磁力線によってマッサージ器の外側に磁場
を生成し、使用者がマッサージを行う際に磁場によって人体の血液循環を刺激することが
可能である。
【００１８】
図５に示すように、本考案の第二実施形態は三つの磁石５０Ａを採用し、かつ磁石５０Ａ
を交互に配列するため、上述した実施形態と同じ効果を達成することが可能である。
【００１９】
図６に示すように、本考案の第三実施形態は上述した実施形態とほぼ同じである。そのう
ちの第一スリーブは内部にねじ山２７Ｂを有し、押し棒は第一スリーブのねじ山２７Ｂと
噛み合うねじ山３７Ｂを有するため、押し棒を第一スリーブに締め付けることが可能であ
る。



(7) JP 3149907 U 2009.4.23

10

20

30

40

50

【００２０】
図７に示すように、本考案の第四実施形態はさらに押し棒のチャンバーに装着される第二
磁石７０Ｃを備える。第二磁石７０Ｃはマッサージ部位の磁力を増強することが可能であ
る。
【００２１】
図８に示すのは本考案の第五実施形態である。本実施形態の特徴は、さらに第一弾性ユニ
ット８１Ｄと第二弾性ユニット８２Ｄを備えることである。第一弾性ユニット８１Ｄは押
し棒の突出柱に嵌合され、第二弾性ユニット８２Ｄは磁石に突き当たるように第二スリー
ブ内に装着される。これにより、第一弾性ユニット８１Ｄと第二弾性ユニット８２Ｄはマ
ッサージ器にダンピング作用を生成することによってマッサージ器を操作する際に減振効
果を果たすことが可能である。
【００２２】
図９に示すのは本考案の第六実施形態である。そのうちの第一スリーブは内部にねじ山２
９Ｅを有し、第二スリーブはねじ山４９Ｅを有する。第一スリーブと第二スリーブはねじ
山２９Ｅとねじ山４９Ｅによって互いに締め付けることが可能である。
【００２３】
図１０から図１２に示すように、本考案の第七実施形態によるマッサージ器２１０はグリ
ップ２２０、遮断板２３０、三つのマッサージユニット２４０及び三つの磁性ユニット２
５０を備える。
【００２４】
グリップ２２０は、金属材質から構成される中空の丸棒であり、かつ使用者の手で握られ
る。
【００２５】
遮断板２３０は、金属材質から構成され、かつほぼ楕円形を呈する。遮断板２３０の底面
は溶接によってグリップ２２０の頂部に接合される。
【００２６】
マッサージユニット２４０は、金属材質から構成され、かつほぼ錐形を呈する。マッサー
ジユニット２４０は並列に配列され、その底部が溶接によって遮断板２３０の頂面に接合
される。マッサージユニット２４０は内部が中空を呈するため、マッサージユニット２４
０の内部にチャンバー２４２が形成される。
【００２７】
磁性ユニット２５０は、表面が顆粒状を呈する円柱である。磁性ユニット２５０はマッサ
ージユニット２４０のチャンバー２４２内に装着される。
【００２８】
上述した構造により、使用者がマッサージ器２１０を使用する際、片手でグリップ２２０
を握ってマッサージユニット２４０でつぼまたは筋肉疲労、筋肉痛などの部位を押し、マ
ッサージ動作を行うことが可能である。またマッサージユニット２４０によって押し動作
を行う時、磁性ユニット２５０は人工的な磁場を生成し、人体の血液循環を促すため、健
康を回復し、元気を戻すことが可能である。
【００２９】
これにより、本考案はマッサージユニット２４０によって筋肉疲労または筋肉痛などを取
り、磁性ユニット２５０によって人体の血液循環を促すことが可能であるため、リハビリ
治療の目的を達成することが可能となる。
【００３０】
図１３に示すのは本考案の第八実施形態によるマッサージ器２６０である。その主な構造
は第七実施形態とほぼ同じである。第七実施形態との違いは次の通りである。
【００３１】
遮断板２６１は頂面に複数の接続部２６１２を有し、接続部２６１２は周りにねじ山を有
する。柱状のマッサージユニット２６２は接続部２６２２を有し、接続部２６２２は周壁
にねじ山を有するため、柱状のマッサージユニット２６２の接続部２６２２を遮断板２６
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１の接続部２６１２に締め付けることが可能である。またグリップ２６３は密封部２６３
２を有し、密封部２６３２はグリップ２６３の底部に嵌め込まれる。また摩擦圧接法によ
って密封部２６３２をグリップ２６３に接合し、それを丸角形に研磨することにより適切
な平衡重量を有し、手触りをより良くすることが可能である。
【００３２】
図１４と図１５に示すように、本考案の第九実施形態によるマッサージ器はグリップ３１
０、第一スリーブ３２０、押し棒３３０、第二スリーブ３４０、遮断板３５０、三つのマ
ッサージユニット３６０および磁性ユニット組を備える。
【００３３】
グリップ３１０は、手で握られる握り部３１１と、握り部３１１を貫通するように形成さ
れる筒収容チャンバー３１２と、握り部３１１の両側に別々に形成される第一制止部３１
３と第二制止部３１４と、握り部３１１の一端の内側に形成されるねじ山部３１５とを有
する。
【００３４】
第一スリーブ３２０は、筒体３２１、磁石収容チャンバー３２２、ヘッド部３２３、スト
ッパー３２４および穿孔３２５を有する。筒体３２１はグリップ３１０の筒収容チャンバ
ー３１２内に嵌め込まれる。磁石収容チャンバー３２２は第一スリーブ３２０を陥没させ
て形成され、かつ断面が円形を呈する。ヘッド部３２３は筒体３２１に形成される。スト
ッパー３２４はグリップ３１０の第一制止部３１３に突き当たる。穿孔３２５は磁石収容
チャンバー３２２の底部に形成される。
【００３５】
押し棒３３０は、座部３３１、突出柱３３２、先端部３３３およびチャンバー３３４を有
する。突出柱３３２は第一スリーブ３２０の穿孔３２５を貫通する。先端部３３３は突出
柱３３２に突出し、かつ半球状を呈する。チャンバー３３４は押し棒３３０の底部を陥没
させて形成され、かつ断面が円形を呈する。
【００３６】
第二スリーブ３４０は、筒体４１、第一ねじ山部３４２、磁石収容チャンバー３４３、ヘ
ッド部３４４および第二ねじ山部３４５を有する。筒体３４１はキャップ状を呈する。第
一ねじ山部３４２はグリップ３１０のねじ山部３１５と噛み合うように筒体３４１の底部
に形成される。磁石収容チャンバー３４３は第二スリーブ３４０を陥没させて形成され、
かつ断面が円形を呈する。ヘッド部３４４は筒体３４１に突出するように形成される。第
二ねじ山部３４５はヘッド部３４４に形成される。
【００３７】
遮断板３５０は、板体３５１、ねじ孔３５２および二つの接続部３５３を有する。板体３
５１はほぼ楕円形を呈し、かつ溶接によってグリップ３１０の第二制止部３１４に接合さ
れる。ねじ孔３５２は第二スリーブ３４０のヘッド部３４４の第二ねじ山部３４５と噛み
合うように板体３５１の中央に形成される。接続部３５３は板体３５１の両側に配置され
、かつその周壁にねじ山を有する。
【００３８】
マッサージユニット３６０は、金属材質から構成され、かつほぼ錐形を呈する。マッサー
ジユニット３６０は陥没状のチャンバー３６１と、周壁にねじ山を有する接続部３６２と
を有する。接続部３６２はチャンバー３６１の底部に位置付けられ、かつ遮断板３５０の
二つの接続部３５３と第二スリーブ３４０の第二ねじ山部３４５に別々に締め付けられ、
そののち溶接によって遮断板３５０に固定される。
【００３９】
磁性ユニット組は、複数の第一磁性ユニット３７１、複数の第二磁性ユニット３７２およ
び三つの第三磁性ユニット３７３を有する。第一磁性ユニット３７１は第一スリーブ３２
０の磁石収容チャンバー３２２と第二スリーブ３４０の磁石収容チャンバー３４３内に収
容される。第一磁性ユニット３７１と磁石収容チャンバー３２２、３４３とは断面の形と
大きさがほぼ同じである。第二磁性ユニット３７２は押し棒３３０のチャンバー３３４内
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に収容される。第二磁性ユニット３７２とチャンバー３３４とは断面の形と大きさがほぼ
同じである。第三磁性ユニット３７３は円柱を呈し、マッサージユニット３６０のチャン
バー３６１内に別々に装着される。
【００４０】
上述した構造により、使用者がマッサージ器を使用する際、片手でグリップ３１０を握っ
て押し棒３３０またはマッサージユニット３６０でつぼまたは筋肉疲労、筋肉痛などの部
位を押し、マッサージ動作を行うことが可能である。かつマッサージが進行する際、磁性
ユニット組は人工的な磁場を生成し、人体の血液循環を促すため、健康を回復し、元気を
戻すことが可能である。
【００４１】
これにより、本考案は押し棒３３０とマッサージユニット３６０によって筋肉疲労または
筋肉痛などを解消し、磁性ユニット組によって人体の血液循環を促すことが可能であるた
め、リハビリ治療の目的を達成することが可能となる。
【００４２】
また、本考案はグリップ３１０、遮断板３３０及びマッサージユニット３６０との間をね
じ山によって接合し、溶接によって固定するため、ユニットの組み合せをよりいっそう安
定させることが可能である。
【００４３】
図１６と図１７に示すのは本考案の第十実施形態である。その主な構造は第一実施形態と
ほぼ同じである。第一実施形態との違いは次の通りである。
【００４４】
第二スリーブ３４０Ａは穿孔３４７Ａとねじ山部３４８Ａを有し、穿孔３４７Ａは第二ス
リーブ３４０Ａの中央を貫通し、ねじ山部３４８Ａは第二スリーブ３４０Ａの外環に形成
され、かつグリップ３１０Ａのねじ山部３１５Ａに締め付けられる。遮断板３５０Ａは接
続孔３５５Ａとへら３９０Ａを有し、へら３９０Ａは扁平かつ楕円状のへら部３９１Ａと
接続部３９２Ａとを有する。へら部３９１Ａは遮断板３５０Ａの接続孔３５５Ａに嵌め込
まれ、接続部３９２Ａはへら部３９１Ａの底部に連接され、かつ第二スリーブ３４０Ａの
穿孔３４７Ａに嵌め込まれる。組み立てる際、あらゆるユニットを組み合せ、そののち溶
接によってグリップ３１０Ａを遮断板３５０Ａに固定する。これにより、本実施形態はへ
ら３９０Ａによって異なるマッサージ方法を提供することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本考案の第一実施形態によるマッサージ器の立体図である。
【図２】本考案の第一実施形態によるマッサージ器の立体分解図である。
【図３】本考案の第一実施形態によるマッサージ器の平面分解図である。
【図４】本考案の第一実施形態によるマッサージ器の断面図である。
【図５】本考案の第二実施形態によるマッサージ器の断面図である。
【図６】本考案の第三実施形態によるマッサージ器の断面図である。
【図７】本考案の第四実施形態によるマッサージ器の断面図である。
【図８】本考案の第五実施形態によるマッサージ器の断面図である。
【図９】本考案の第六実施形態によるマッサージ器の断面図である。
【図１０】本考案の第七実施形態によるマッサージ器の立体図である。
【図１１】本考案の第七実施形態によるマッサージ器の立体分解図である。
【図１２】本考案の第七実施形態によるマッサージ器の断面図である。
【図１３】本考案の第八実施形態によるマッサージ器の断面図である。
【図１４】本考案の第九実施形態によるマッサージ器の立体分解図である。
【図１５】本考案の第九実施形態によるマッサージ器の断面図である。
【図１６】本考案の第十実施形態によるマッサージ器の一部分の立体分解図である。
【図１７】本考案の第十実施形態によるマッサージ器の断面図である。
【符号の説明】
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【００４６】
１０：グリップ、　１１：握り部、　１２：筒収容チャンバー、　１３：第一制止部、　
１４：第二制止部、　２０：第一スリーブ、　２１：筒体、　２２：磁石容チャンバー、
　２３：ヘッド部、　２４：ストッパー、　２５：穿孔、　２７Ｂ：ねじ山、　２９Ｅ：
ねじ山、　３０：押し棒、　３１：座部、　３２：突出柱、　３３：先端部、　３４：チ
ャンバー、　３７Ｂ：ねじ山、　４０：第二スリーブ、　４１：筒体、　４２：磁石収容
チャンバー、　４３：ヘッド部、　４４：ストッパー、　４５：穿孔、　４９Ｅ：ねじ山
、　５０：磁石、　５０Ａ：磁石、　７０Ｃ：第二磁石、　８１Ｄ：第一弾性ユニット、
　８２Ｄ：第二弾性ユニット、　２１０：マッサージ器、　２２０：グリップ、　２３０
：遮断板、　２４０：マッサージユニット、　２４２：チャンバー、　２５０：磁性ユニ
ット、　２６０：マッサージ器、　２６１：遮断板、　２６１２：接続部、　２６２：柱
状のマッサージユニット、　２６２２：接続部、　２６３：グリップ、２６３２：密封部
、　３１０：グリップ、　３１０Ａ：グリップ、　３１１：握り部、　３１２：筒収容チ
ャンバー、　３１３：第一制止部、　３１４：第二制止部、　３１５：ねじ山部、　３１
５Ａ：ねじ山部、　３２０：第一スリーブ、３２１：筒体、　３２２：磁石収容チャンバ
ー、　３２３：ヘッド部、　３２４：ストッパー、　３２５：穿孔、　３３０：押し棒、
　３３１：座部、　３３２：突出柱、　３３３：先端部、　３３４：チャンバー、　３４
０：第二スリーブ、　３４０Ａ：第二スリーブ、　３４１：筒体、　３４２：第一ねじ山
部、　３４３：磁石収容チャンバー、　３４４：ヘッド部、　３４５：第二ねじ山部、３
４７Ａ：穿孔、　３４８Ａ：ねじ山部、　３５０：遮断板、　３５０Ａ：遮断板、　３５
１：板体、　３５２：ねじ孔、　３５３：接続部、　３５５Ａ：接続孔、　３６０：マッ
サージユニット、　３６１：チャンバー、　３６２：接続部、３７１：第一磁性ユニット
、　３７２：第二磁性ユニット、　３７３：第三磁性ユニット、　３９０Ａ：へら、　３
９１Ａ：へら部、　３９２Ａ：接続部
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